






目的 

未熟児がクル病になり易い事は周知の事実であるが,この原因については Vit.D の需要が

多い,あるいは肝及び腎での Vit.D の活性化の未熟性にあると言われて来た。ところが未熟

児の摂取するCa量が,子宮内発育胎児が母体から摂取するCa量と比し絶対的不足状態(100

㎎/㎏/日 vs150 ㎎/㎏/日)である事に対する検討は少ない。本研究では,1)新生児の骨塩量

の検討,2)未熟児の Ca 摂取を 200～240㎎/㎏/とした時の哺育成績について検討を行った。 


